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はじめに 大学不適応を支援するための新しいチェックリスト作成の目的
今日多くの大学において、新入生が入学後スムーズに学生生活に順応できることを目的と
して、 （ 大学生精神保健テスト） 等を用いて入学
時の精神健康度の把握を行っている。 は精神健康に関する 項目の質問文から成る自
記式のチェックリストである。回答は か の 件法であり、採点は を 点、 を 点と
して加算合計し、この合計を 得点とする。 得点は値が高ければ高いほどストレス
が高いことになる。 学生相談室においても、 得点が 点以上および 項目 ）（項目
， ， ， ）に該当する学生を対象に 月以降に希望者のみ面談を行っている。こ


































































































項目は問題なく、 得点は 。 将来のことを心配しすぎる 気疲れする なん
となく不安である 何事もためらいがちである とりこし苦労をする 繰り返し確かめ
ないと苦しい 気分に波がありすぎる に がついている。ヒアリングからも、漠然
とした軽い不安感や、とらわれ感の強さは感じられる。 得点は低いが、不安傾向も強
いように思える。その意味で おおむね体の調子がよい おおむね活動的 気分はおおむ
ね良好 が になっているが額面通りには受け止められない。
困り具合に関するセルフチェックリスト からのヒアリング
全般的にはチェックされた項目は少ないが、 計算が苦手だ 整理整頓が苦手 納得す
るまで質問する等、人からしつこいとよく言われる 自分はダメな人間だと思いがちであ












得点は 。 項目の 死にたい は 。その理由としては、まじめに生き、生
活したいのだがそれが難しく、できない自分について 死にたい という表現になる。 食
欲がない には だが、正確には社会的場面では食行動ができないということになる。
汚れが気になって困る こだわりすぎる つまらぬ考えがとれない は で、ヒア
















項目は 食欲がない 不眠がちである が 。 得点は 。 項目の 自























項目は 不眠がちである だけが 。 得点は 。 人にあいたくない やる
気が出てこない 悲観的になる 気分に波がありすぎる いらいらしやすい おこりっ





















しやすいため 人前が異常に苦手である 時々声がふるえたりする 他人に悪くとられや
すい つきあいが嫌いである ひけ目を感じる に 。就職が決まっておらずそれに
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対する不安が高いため 将来のことを心配する 悲観的になる 考えがまとまらない
記憶力が低下している に 。本人の状況を反映した結果となっていた。 の質問
項目に対しては、 排尿や性器のことが気になる は排尿と性器は つの質問文にまとめる




講義を聴きながらノートを取ることができない 、 教員の指示を聞き逃すことが多い 、
整理整頓が苦手だ 、 諸手続きの期日を忘れてしまうことが多い 、 物忘れ、紛失物が多















項目は 自分の過去や家庭は不幸である のみ。 得点は 。 人に会いたくな
い 、 人前が異常に苦手である 、 時々声がふるえたりする 、 他人に相手をされない に
。インタビューアーは聴き取りをしていて疎通性に問題を感じなかったが、自分が話
すと会話は盛り上がらないとコミュニケーションに困難を感じている。 やる気がでてこな
い 、 悲観的になる 、 考えがまとまらない 、 根気が続かない 、 決断力がない 、 人に







点。 本を読むのに時間がかかる 、 計算が苦手だ 、 講義を聞きながらノートを取る
ことができない 、 教員の指示を聞き逃すことが多い 、 レポートや宿題を期日までに仕上
げられないことが多い といった基本的な修学スキルに該当する項目に 。書き取りが
上手くできないため、正直、今まで学校に通っていて理解出来たという体験がない。 整理















項目は該当なし。 得点は 点。 将来のことを心配しすぎる 、 悲観的になる 、
考えがまとまらない 、 決断力がない 、 なんとなく不安である 、 ものごとに自信をも
てない 、 こだわりすぎる 、 つまらぬ考えがとれない に 。不安が高く、情緒が安
定し難いことが分かり、大学生活での困り内容との関連が推測される。質問項目に対しては
悲観的 、 気分に波がある 、 ためらいがち 、 気をまわす 、 とりこし苦労 、 つまら
ぬ考え 等の言葉の意味が分からず、抽象的な言葉の理解が難しいようであった。
困り具合に関するセルフチェックリスト からのヒアリング
点。 どんな科目を履修すればよいのかが分からない 、 自分の意見を交えてレポート
を書く事が苦手だ 、 シラバスと違う授業であったり、突然予定が変更されると納得できな
















か の 件法であり、明確に 、 に判断できないという意見が多かっ
た。 件法は方法論として問題はないが、決断に時間がかかる被験者にとっては、この決断
ができないことが大学生活の困り度と関係してくる。その意味で どちらともいえない
（ ） を入れて 件法にするのは一案である。 どちらともいえない（ ） は中性カテゴ





は、 件法以外に とても、まあまあ、ふつう、あまり、全然 といった 件法といった形





教示内容に関して、 では回答を 最近 年間の間 という比較的長期的なスパン
での判断が被験者に求められる。一方、 と類似した心身の健康度を測定するスク
リーニングテスト 、 の教示内容は、それぞれ この調査はずっと以前のこ










ない 悲観的になる 考えがまとまらない 頭痛がする 気疲れがする
体がだるい の項目でも考えられる。この場合、 人に会いたくない は 人に会いた
）小塩真司・西口利文 質問紙調査の手順 、ナカニシヤ出版、 頁。




る は とりこし苦労 の意味を把握している被験者は少なかった。これは が
年の発表以降、質問項目や用語の改変が行われていない影響もあるだろうが、分かりやすい
言葉に変換する必要があると考える。困り度セルフチェックの得点が高い被験者は 悲













学生 の入学時の の回答例をみると、 項目は不眠がちが で、
得点は 。この得点は健康群とみなされ、本人も結果に関する情報提供を求めてい
ないため、支援は提供されないままになるケースである。このケースに 困り具合に関する








学生 の入学時の 回答をみると、 項目では 不眠がちである のみが
。 得点が で健康群とみなされるケースである。全般的に対人場面での困り感は
推察できるが、一般的には人前が苦手な学生で済まされてしまうケースかと考える。この
ケースに 困り具合に関するセルフチェックリスト を加えると、 誤字、脱字が多い 、
どんな科目を履修すればよいのかが分からない 、 ざわざわとした教室にいるのは耐えら
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学生 の入学時の 回答をみると、 項目は 不眠がちである が
で、 得点が であるため、 の結果では健康群とみなされるケースである。ヒアリ
ングでは快活で語彙も豊富なため、元気で健康的な青年として一般的には捉えられる学生と
考えられる。
このケースに 困り具合に関するセルフチェックリスト を加えると、 誤字、脱字が多




た。また、 教員の指示を聞き逃すことが多い 、 諸手続きの期日を忘れてしまうことが多






















佐藤ら ）は、 困り具合に関するセルフチェックリスト を因子分析したうえで、米山らの





項目とする。 の質問項目の選定は脇田らの 短縮版 ）の項目を採用する。
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）佐藤克敏・衛藤裕司 大学生版発達障害チェックリストにおける項目検討について（研究 ）、
高等教育機関における発達障害のある学生に対する支援に関する研究─評価の試みと教職員への啓発─






ただし、 いらいらしやすい 、 おこりっぽい の質問項目内容は、 困り具合に関
するセルフチェックリスト の カッとしやすい 、 衝動的に物品を壊すことがある と重
複するため、除外する。結果、 短縮版 から計 項目採用することとする。文章表
記に関しては意味が分かり難いという意見が多かった、 とりこし苦労をする は ど
うなるかわからないことをあれこれ心配する に表記を変える。最終的に、 と 困
り具合に関するセルフチェックリスト の質問項目を合わせると計 項目となる。項目数が
従来の に比べて減るため、学生への負担は軽減すると考えられる。また、教示内容
に関しては、 では従来 最近 年の間 の状態の判断が求められていたが、長期ス
パンにおける判断が難しいと考えられるため、 最近過去 日の間 と短期間のスパンに変
更する。聞き取り調査から判明したように判断がテスト時の心身の状態で左右されている傾
向が見られたため、従来の ときどき感じたり、経験したこと から よく感じたり、経験
したこと に変更する。 困り具合に関するセルフチェックリスト に関しては長期的な経





























動の学習プログラム（ 以下 ）がある ）。 は社会的コン
ピテンスと感情コンピテンスの育成をねらいとした教育プログラムである。具体的には 自
己への気づき 、 他者への気づき 、 自己コントロール 、 対人関係 、 責任ある意思決
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